● 角間川・島崎川
諏訪市の中心部を流れる島崎川と角間川は、三つ又地先を経て諏訪湖へ流入しています。過去、都市化に伴う治水機能の低下から昭和３４年、３６年、５７年と溢水氾濫の被害を繰り返し、５８年の台風１０号による大災害を契機に角間川下流と島崎川が河川激甚災害対策特別緊急事業として、角間川上流は河川災害復旧助成事業として抜本的な改修工事が行われました。

また、角間川の上流域は昭和６２年度よりセイフティ・コミュニティモデル事業として砂防事業に着手し、水系一貫の治水工事が行われました。（Ｂ）
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■　流入河川の変遷の参考文献
Ａ：諏訪湖「治水の歴史」　平成１０年３月：長野県諏訪建設事務所刊

　　　　　　内容：諏訪湖の治水・浄化及び湖岸環境事業の記録とともに諏訪湖の概要、歴史上の説話を紹介

　　　　　　保管場所：長野県諏訪建設事務所管理計画課・建設課、諏訪地域の各市町村図書館、小中学校
Ｂ：「諏訪地方・災害復興の記録（５６災・５７災・５８災）」：長野県諏訪建設事務所

　　　　　　内容：５６災・５７災・５８災の記録

　　　　　　保管場所：諏訪建設事務所管理計画課
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